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1.緒言
本邦の農山村における鈎虫の感染率は，平均して 20，.30%乃至それ以上と推定され，鈎虫
及び鈎虫症に関する研究は，既に多くの報告があるが，最近鈎虫寄生による障害の研究の観点
が，臨床的に鈎虫症を研究するに止らず，鈎虫 Carrierに向けられてぎた。但し，ここでい
う鈎虫 Carrierとは，柳沢 (1957)<りが指摘された如く，外観は健康であるが，鈎虫の寄生す
る対象であって，次の二者を内包する。即ち鈎虫症としての発症には至っていないが，潜在性
の異常状態を有する寄生者と，何ら異常をも惹起し、ていない健康者である。臨床的見地から一
歩公衆衛生学的見地にたって観察すると，鈎虫問題は寧ろ鈎虫 Carrierの問題になると考え
られるO 臨床的立場から見た鈎虫症患者の心電図に関する研究は僅か乍ら見られるO その代表
的なものは， Porter (1937)ゆと妹尾 (1950)ゅの研究であるoPorterは，鈎虫症患者 18名の
心電図には変化を認めないと報告している。一方，妹尾は，鈎虫症患者 33名を対象とした心電
図所見に於て，著るしい病的変化をみている。以上の様に，鈎虫症患者に関する心電図の研究
が少い位であるから，鈎虫 Carrierの心電図の研究は，殆んどないと云っても過言で、はない。
そこで著者は，公衆衛生学的立場より見た鈎虫〆 Carrierに関する研究の一環として，鈎虫 
Carrierの心電図を研究したが，貧血の来ていない鈎虫 Carrierの安静時心電図所見には異
常を認めないことは，予想される所であるが果してどうであるか，叉，たとえ安静時に異常を
認めない時でも，運動負荷後心電図所見では，病的所見を認めるのではなかろうか，此の様な
点を主眼として研究をす Lめ，若干の知見を得たので報告する。
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2. 検査対象 上，タイマーは 1/20秒，入力抵抗は 1メグ以上であ
日立製作所水田工場(車輸製造〉従業員男子 987 り，直流撮影式 1素子(1誘導〉のものである。 
名を対象に，昭和 31年 6月，硫苦加食塩水(比重 (1) 安静時心電図検査 
1270)浮説法 1本値による寄生虫検査を実施した。 誘導法は，標準肢誘導， Goldbergerの単極肢誘
その成績は次の通りである。保卵者 196名(陽性卒 導 (aV誘導〉及び単極胸部誘導 (V誘導〉の 12個 
19.9%)，胸虫卵保有者 132名(13.4%)，鈎虫卵保有 の誘導を採取した。
者 40名 (4.05%)，東洋毛様線虫卵保有者 11名(1.11 (2) 運動負荷後心電図検査
%)，弁虫卵保有者 34名 (3.44%)である。此の鈎 運動負荷としては， Masterの二階段試験を用い
虫卵保有者 40名の中，高血圧症や肺結核等の慢性 た。試験終了 3分後より心電図撮影を行った。誘導
疾患を有するものを除外して検査対象としたが，諸 法は，標準肢誘導， Goldbergerの単極肢誘導 (aV
検査を終了し，集団駆虫に参加し，統計の対象にな 誘導〉の 6個の誘導を採取した。記録に要する時間
り得たのは 36名で，これを鈎虫 Carrier群とした。 は約 2分であるから，負荷後心電図撮影は，運動負
叉，鈎虫卵陰性者 947名の中，高血圧症や肺結核等 荷後 3~5 分に行われた。
の慢性疾患のない正常者中 36名を無作為に選び鈎 4)血圧及び脈樽数の検査
虫陰性者群とした。上述の選出条件により選ばれた 安静臥床時の最高血圧，最低血圧及び醇持数を測
鈎虫 Carrier 群は，年令 21~54 才，平均年令 35.2 定し，上述の Masterの二階段試験終了直後，直に
才である。鈎虫陰性者群は，年令 22~52 才，平均年 臥位にならしめ，最高血圧，最低血圧及び脈樽数を
令 39.5才である。これ等の人達は，胸部 X線写真 測定した。従って，安静時心電図検査→安静時血
(直接撮影〉で，肺・肋膜に異常を認めず，理学的に 圧，脈樽数の検査→運動試験→負荷直後の血圧，
も異常を認めない。諸検査に当って，事前に鈎虫寄 脈博数の検査→負荷後の心電図検査，此の順序で
生の有無を通知することは避けた。 心電図検査，血庄及び脈持数の検査は行われた。尚 
3. 検査方法 血圧測定は， Riva Rocci氏血圧計を用い，聴診法
鈎虫 Carrier群，鈎虫陰性者群ともに，次の諸検 により上博正中動脈上で，最高圧(第 1点〉と最低
査を実拍1dc.。実施期習は，昭和 31年 8月より目白 圧(第 5点〉を測定した。脈博数測定は，槙骨動脈
和 31年 11月迄で，実施時潤は，午後 3時である。 の触診により 15秒間の脈揮数を数え，それを 4倍
り血液検査 して 1分間の脈博数とした。 
血色素量%(血色素量測定は Sahli氏法に従い， 5) 駆虫法  
30~600C に 15 分間温めて後，大陽光源で比色した。 鈎虫 Carrier群に，塗抹法 3枚値，硫苦加食塩水
尚， 16 g/dlを 100%とした)，赤血球数，白血球数 浮説法 1本値及び瓦培養を行い，鈎虫卵の存在を再
(血球数算定は型の如くトーマ氏算定盤を用し、た)， 確認し，且，鈎虫仔虫の種別を明らかにした(第 1
好酸球%(血液塗抹標本を Giemsa染色し，検鏡 表参照〉。但し，瓦培養時の糞便量は，大野等(1956)
して白血球 200個を数えるうちの好酸球数を算定し (4)Vこ従し、 0.2gとした。尚，塗抹法及び浮波法に於
て百分比を出した〉血沈 (1時間値， Westergren て，虫回虫卵の存在が確認された鈎虫 Carrierに対し
法〉。 ては，サントニシ 0.05 g，マグニゾ1.0gを頓用と
2) 循環器症状(自覚症状〕の問診 しこれを朝夕空腹時に  2回投与し，姻虫駆除を実
問診は，個人的に，日答で行い，最近 3カ月以内 施し，而る後 3~4 週間後に， 1)よりの迄の既述の
に次の諸事項が自覚されたかどうかを問診した。但 諸検査を行った。諸検査終了後，鈎虫 Carrierに駆
し，症状あるものと判定した基準は，自分から訴えた 虫を実施し，その感染濃度を知るため1慮便法を行つ
ものを有症者とした。主な事・項は次の通りである。 た。即ち駆虫前日夕刻，軽食をとらせ，前下剤とし
動惇，息切れ，心臓部主主痛・圧迫感・絞窄感，不 て，硫苦 20gを多量の水と共に頓服さぜ，翌朝は絶
整脈， .7アノーゼ，浮腫。 食させて，四塩化エチレン 4.5g (Tetren球 15球〉
3) 心電図検査 を頓服，更にその 2時間後に後下剤!として硫苦 20g 
心電計は，ブクダ医療電機株式会社製の EA-1型 を多量の水と共に頓服させた。此の方法によると，
で，周波数特性は 100サイグノしまで平坦， 150サイ 当日朝迄に数回下痢あり，叉後下剤服用後 1時間程
グノLで 75%，200サイクノレで 50%，時定数は 2秒以 で再び下痢を起す。四塩化エチレン服用後 24時間
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第 1表 Cartier群に対する寄生虫学的検査成績
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(註) N.a. アメリカ鈎虫， A.d. ヅピニ鈎虫， Hw 鈎虫， As 自国虫， T. t. 弁虫， En !I露虫。

以内に，駆虫された虫体の殆んど全数が排出される 鈎虫陰性者群 36名の中，偶然にも保卵者は僅かに
(小宮等， 1954ω〉から， 24時間後(駆虫実施翌朝) 2名である。即ち弁虫卵保有者 1名 (No.7ー 浮静
までの便を採集し，穏便法で虫体を洗い出して採集 法による)，畑虫卵保有者 1名 (No.13-塗抹法及
した。此の第 1回の四塩化エチレンによる駆虫によ び浮説法による〉で，他の 34名は無卵者で、あった。
り36名中 31名が陰転した。陰転率は86.11%であ 尚畑虫卵保有者に就いては上述と同様に駆虫を行つ
る。後検便としては， 3週間後，硫苦加食塩水浮説 た。
法 1本値及び瓦培養を行った。尚陰転しなし、 5名の 4. 検査成績 
Carrierに対しては，オーミシによる第2回の駆虫 1) 血液所見と鈎虫の種別及び寄生虫数
を実施した。即ちオーミゾ 12 gを 2回に分服させ， 鈎虫 Carrier群，鈎虫陰性者群の血液所見は，第
約2時間後に後下剤として硫苦20gを多量の水と 2表に示す通りである。即ち鈎虫 Carrier群の血
共に服用させた。ォーミシ服用後， 24時間後(駆虫 液所見は，血色素量 83.3%，赤血球数 437.5万，白
実施翌朝〉迄の便を採集し，穏便法で虫体を洗い出 血球数 6806.9，血色素係数 0.94，好酸球 5.6%で，
して採集した。此の第 2回のオーシシによる駆虫に 対照の鈎虫陰性者群の血色素量 84.9%，赤血球数
より 5名の Carrierは全部陰転した。後検便は第 1 462.2万，白血球数6570.8，血色素係数 0.92，好酸球
回と同様に実施した。鈎虫陰性者群に，塗抹法3枚 1.9%に比し，血色素量%， 赤血球数，白血球数，
値，浮、滋法 1本値及び瓦培養の三検査を実施し，何 血色素係数には差が殆んどなく，僅かに好百矧tの増
れの検査でも鈎虫卵がないことを再確認した。叉， 加が見られるだけである。血沈値も亦，殆んど両群
第 2表血液所見 
I 句虫 Carrier群 l 訴f主主陰性者者二 I1<'_t"，叶始時
戸手均値(最小値~最大値引平均値(最小値~最大f宜〉.L."，-，~"，明記
血色素量(%)1 83.3 ( 70 ~ 98) I ω(75 ~ 95) 有意差なし
赤血球数(万)1 437.5 (345 ~ 555) I 462.2 (407""__ 516) 有意差なし
白血球数 r6806.9 (5000 ~ 9500) I 6570.8 (5000 ~ 9400) 1有意差なし
血色素係数 0.94 (0.69 ~ 1.17) I 0.92 (0.78 ~ 1.06) 有意差なし
好酸球(%引 5.6 ( 0 ~ 15) 1.9 ( 0 -- 8) I有意差あり
血沈値(mm) I 5.8 ( 1.5 ~ 28) I 4.1 ( 0.5 -- 16) I有意差なし
く1時間値〉 

但し F-test検定の危険率は 5%以下。
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聞に差がない。 F-testで検定すると，血色素量，赤
血球数，白血球数，血色素係数，血沈値では，両群 
聞に有意差は認められず，好酸球では， 1%以下の
危険率で有意差が認められた。尚血色素量の個人表
は第 3表に示す如くである。
第 3表血色素量%個人表 
No. 
1 85 82 19 90 78 
2 74 90 20 80 75 
3 97 83 21 74 85 
4 85 86 22 89 90 
5 70 85 23 93 83 
6 93 86 24 90 90 
7 70 90 25 91 87 
8 75 80 26 98 86 
9 72 87 27 81 95 
10 84 80 28 81 78 
11 71 87 29 77 87 
12 92 90 30 90 90 
13 73 84 31 72 87 
14 78 85 32 93 87 
15 83 80 33 91 85 
16 77 80 34 92 83 
17 80 85 35 90 87 
18 80 85 36 86 80 
次に，鈎虫 Carrier群の鈎虫種別及び寄生虫数に
就いて述べる。但し，鈎虫寄生数を排虫数で推定し
た。第4表に示す如<， Carrier群 36名の中，ア
メリカ鈎虫 29名 (80.56%)，ヅピニ鈎虫 3名 (8.33
%)，及び混合感染 4名(11.11%)である。即ちア
メリカ鈎虫感染者が多い。寄生虫種群別の平均寄生
虫数は，アメ Yカ鈎虫 35.2隻，ヅピニ鈎虫 9.7隻，
混合感染では，アメリカ鈎虫 29隻及びヅピニ鈎虫 
2.5隻で，何れも軽感染者が多い。障害比を， Smi1-
lie (1928)C6)，吉田(1932)C7)に従い，アメリカ鈎虫
第 4表鈎虫種別及び寄生虫数
鈎虫種別||人員 1平寄均値(生最小値虫~最τー大安値・〉
アメリカ鈎虫
ヅピニ鈎虫
混合感染 
29名I 35.2隻(2 隻~297隻〉 
3 I 9.7 (3 ~ 22 ) 
4 3γ~ 2~~}(~'γ21} 
~3γ~ 8~}) 
隻数を，ヅピニ鈎虫隻数に換算すれば， Carrier群
36名の中， NO.21 (アメリカ鈎虫 297隻寄生〉の 1
名を除き，他の 35名は，何れもヅピニ換算 30隻以
下である。 Carrier群 36名を，種別及び隻数別よ
り見て，血液所見を表記すれば第 5表に示す如くで
ある。即ちアメリカ鈎虫では， 31~300 隻(ヅピニ
換算 6-60隻〉の群では， 1--30隻(ヅピニ換算 1 
-5隻〉の群より，血色素量，赤血球数ともに減少
して，好酸球は，や五増加している傾向を示してい
るが，ヅピニ鈎虫，混合感染では，例数も少く此の
傾向は明らかでない。
第 5表鈎虫種別，隻数別より見たる血液所見
一一寸ー」-5隻叫ア三6~ー 
85.5% 74.8% 
446万 412.3万
6604.3 6983.3 
0.95 0.91 
5% 7.5% 
5.8mm 6.7mm 
11-5隻叫-3明名 
80%85%血色素量% 83.3% 'y 
432万'432.7万 433万赤血球数 
92505400 
鈎虫
一
ヒ
白血球数 
0.98血色素係数 
4.5% 5%3好酸球 
名血沈値 4mm3mm 
11-5隻叫-3悌名
83% 83% 
436万 423.5万
8600 7000 
0.94 0.98 
4% 9% 
3mm 9.5mm 
メ 439万
リ 
ヵ 6682.8 
~ì .llÍL5*{，~ZJ& .1 0.94 
2911f M: :tR I 5.5% 
名 
混血色素量% 
赤血球数メIコL 
白血球数 
染
感
血色素係数 
4 好酸球 
名血沈値 
6.0mm 
6683.3 
0.96 
4.7% 
3.3mm 
83% 
429.8万 
7800 
0.96 
6.5% 
6.3mm 
(註寄生数はヅピニ換算〉 
2) 循環器症状(自覚症状〉の問診結果 
6項目の循環器症状(自覚症状〉を問診により調
査した。症状ある者は，第 6表に示す如く，鈎虫 
Carrier群に 7名(有症者率 19.4%)，鈎虫陰性者
群に 1名(有症者率 2.78%)みられる。但し， X2検
定によれば，10%以下の危険率で両群間に有意の差
がある。上述の Carrier7名は， No.1，No. 2，No. 
12，No. 24，No. 26，No. 34，No. 36であり， NO.l 
は 2症状をもってし、る。有症者は，虫種及び寄生隻
0.93 
-1038- 千葉医学会雑誌 第 33巻
第 6表各群!刊循環器症状〔問診〉
名)1有陰症牲者者群(鈎I虫名群(〕鈎r者rie症ICar有循環器症状 7 虫
1名

，息 切 2 

動 3名 
心圧迫臓感部・広絞痛窄感・ I 1 
27[ミ 整 脈 
チアノ{ゼ
浮 腫
数とは何等の関係がなく"むしろ Carrier群ri"の軽 
感染者で占められている。陰性者群の有症者 1名は
No.34である。
3) 心電図所見 
(1) 安静時心電図所見
刺激伝達時間は，第E誘導にて計測した。安静時
の練高及び刺激伝達時閣の正常範囲の数値は，鶴町 
(1955)(8)の計測数値によった。 
。
。
。。。
(a) RR間隔及び調律
鈎虫 Carrier群では， RR間隔(第E誘草〉は，
最大値1.15秒，最小値 0.63秒，平均値 0.85秒であ
。。
り，鈎虫陰性者群では， RR間隔(第 E誘導〕は，
最大値1.04秒， 最小値 0.59秒， 平均値0.79秒であ
り，何れも正常範囲にある。 60/RRが心博数である
から，日常の臨床上，分時 60~100 の心博数をもつ
ものを，正常洞調律 (RR 間隔 0.6~ 1. 0 秒〉とし，‘
60以下のものを徐樽 (RR間隔1. 0秒以上)， 100以
上のものを頻樽 (RR間隔 0.6秒以下〉としてみる 
と，鈎虫 Carrier群では，正常洞調律を示す者 33
名，徐樽 3名，頻博0で，鈎虫陰性者群では，正常
洞調律を示す者 34名，徐揮 1名，頻持 1名である。
従って，調律では，両者二聞に差は認められない。
(b)不整脈
大多数は，正常洞調律を示Lているが，全例に多
少とも呼吸性の動揺がみられる。併し，呼吸性斐動
の範囲内にあり，病的と考えられる洞不整脈は，み
られない。
鈎虫 Carrier群では，心室期外収縮 1 iJU(No.13) 
あり。即ち，間入性心室期外収縮で V]誘導にのみ
みられる。ー源性，散発性，回定連結性である。鈎 
虫陰性者群では，心房期外収縮 1例 (No.11)あり，
第E誘導にのみみられる。ー源性，散発性，非代償
性，固定連結性である。その他の不整脈は，鈎虫 
Carrier群，鈎虫陰性者群ともにみられない。 
(c) P及び PQ
鈎虫 Carrier群では， Pnの幅は，最大値 0.10 
秒，最小値 0.06秒，平均値 0.09秒である。鈎虫陰性
者群では， Pnの I!屈は，最大値 0.10秒，最小値 0.08
秒，平均値0.095秒である。何れも， Pnの幅は，正
常範囲内であるo
鈎虫 Carrier群の P波は，第工誘導及び第H誘
導では，全例陽性であるが，第E誘導では，二相性 
1例，陰性3例， aVR誘導では，全例が陰性で， 
aVL誘導では，二相性 1例，陰性 5例である。誘導
によっては，非常に小さく認め難い場合もあるが，
aVF誘導及び単極胸部誘導では， P波はすべて陽性
である。一般に，第E誘導， aVL誘導では，正常で 
も，屡々陰性乃至二相性を呈することがある。従つ 
て，鈎虫 Carrier群の P波の所見は，正常である
と云える。鈎虫陰牲者群のP波は，第工誘導では，
全例陽性である。第E誘導では，陰性 1例，第E誘
導では，陰性 1例， aVR誘導では，全例陰性でも
る。 aVL誘導では，二相性 2例，陰性5例， aVF誘
導では，陰性 1例である。単極胸部誘導では， P波
は，すべて陽性である。 No.13は，第n，第TI， 
aVF誘導が陰性を示す例であり，これは異常所見で
あり，心房内興奮伝導障害によるものの存在が，疑
われる所見である。 No.13を除いて，鈎虫陰牲者群
のP波は，すべて正常である。
鈎虫 Carrier群の Pnの椋高は，最大値 0.15mv，
最小値0.08rnv，平均値 0.115rnvであり，鈎虫陰性 
者者二の Pnの糠高は，最大値 0.2mv，最小値 -0.1
mv，平均値 0.12mvである。鈎虫陰性者群の最小
値 -0.1mvを示す例は， No.13で，他はすべて椋
高もE常範囲内である。
鈎虫 Carrier群では， PQn間隔は，最大値0.18
秒，最小値 0.12秒，平均値0.15秒である。鈎虫陰性 
者群では， PQlf間隔は，最大値0.18秒，最小値 0.12
秒，平均値0.15秒である。何れも PQn間隔は，正
常範囲内である。
(の型， Position，廻転
鈎虫 Carrier群では，正常型 Rlf>Rr>RI!13 
名，正常型に入るが，や L右型の傾向をもつもの，
即ち， R I> Rm > R 1 20名，左位型 RI>Rn>RI!
3名で，右位型及び肥大型を示す者はない。鈎虫陰
牲者群で、は，正常型~ Rlf>Rr>RI!17名，正常型に
スるが，や L右型の傾向をもつもの Rn>Rm > RI 
15名，左位型 Rr>Rn>Rm3名で，右位型はな
く，右肥大型 Rm>Rn>RI'T1>Tn>Tm 1名で
ある。右肥大型を示す 1例は， No.28である。これ
は，異常である。 No.28は，第E誘導で STが降下
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し (0.1mv以内)， T陰性であり，単極肢誘導では， mvを示す例は， NO.35で，これ以外に RJI牒高で， 
aVR誘導が qR型を示し，高し、Rをみる。単極胸部 0.60 Inv以下を示す例はなし、。 NO.35は， Rr 0.45 
誘翠では， V6でSが深くなる。即ち，V[及び V2で mv，RJI 0.40 mv，Rm 0.10 mvで，一見低電位差を
は，確かな所見が認められなし、が， aVR誘導と V6 示す様であるが，Sr 0.05mv，SJI 0.2mv，$m 0.1 
誘導が右室肥大を推定させる所見を示すものであ mvであり， RとSの和が，第五誘導で O.6mvを
る。 示し， 0.5mv以上となっているので低電廿差でな 
Positionについては，鈎虫 Carrier群では，垂 L、ο鈎虫陰性者群では，第7表に示す如く， Rr職
直位 8名，半垂直粒 13名，中間世 10名，半水平{立 高は，正常範囲内である。 RJI椋高は，最大値，平 
0，水平位 5名で，鈎虫陰性者群では，垂直位 9名， 均値は，正常範囲内であるが，最小値 0.45mvは，
半垂直位 11名，中間位 11名，半水平位 1名，水平 正常の最小値 0.60mvより更に低い。最小値 0.45 
fす4名である。 mvを示す例は， NO.9で，これ以外に RJI練高で
長軸の廻転については，鈎虫 Carrier群では， 0.60mv以下を示す例はない。 NO.9は， Rr 0.4 
時計方向廻転 10名，反時計方向廻転 2名，廻転なし mv，RJI 0.45 mv，Rm 0.15 mvで， Sr 0，SJI 0.25 
24名で，鈎虫陰性者群では，時計方向廻転 12名， mv，Sm 0.15 mvであり， RとSの和が，第E誘導
反時計方向廻転 2名，廻転なし 22名である。 で 0.7mvとなり低電位差でない。 Rm頼高は，両群
横車出の廻転については，鈎虫 Carrier群では， 共に正常範囲内である。以上要するに，両群ともに
軽度の前方廻転を示すもの 3名，軽度の後方廻転を 低電位差はない。
示すもの 10名，廻転なし 23名である。鈎虫陰性者 次に QRSの分裂及び結節形成に就いて述べる。
群では，軽度の前方廻転を示すもの 4名，軽度の後 鈎虫 Carrier群では， R分裂は，第E誘導に 2名
方廻転を示すもの 9名，廻転なし 23名である。 みられる。結節は， 26名に認められ， aVR，V6を除
以上，要するに，型，Position，廻転については， く各誘導にみられるが，殊に第班誘導， aVL誘導，
鈎虫陰牲者群の No.28を除き，両群聞に殆んど差 V4誘導の!慣に多し、。後糠は 1名に認められる。 n"，
はみられなし、。 m，aVF誘導にみられるものである。鈎虫陰性者群
(戸)QRS では，分裂はなし、。結節は， 13名にみられる。 aVR 
QRSJIの幅は，鈎虫 Carrier群では，最大値 0.10 を除く各誘導にみられるが，殊に第m，aVL誘導，
慎に多い。後椋はなし、。)1誘導のV4秒であり，鈎虫陰性0.07秒，平均値0.05秒，最小値 
者群では，最大値 0.10秒，最小値 0.05秒，平均値 一般に， Rの分裂は，第E誘導では，正常時にも 
0.07秒である。・何れも正常範囲内である。 みられるから，鈎虫 Carrier群の Rmの分裂は，
鈎虫 Carrier群では，第 7表に示す如く， Rr腕 正常と忠われる。鈎虫 Carrier群，鈎虫陰性者群
高は，正常範囲内である。 RJI株高は，最大値，平 にみられる結節は，何れも， Rの上行脚叉は下行脚
均値は，正常範囲内であるが3 最小値 0.40mvは， の途中にみられ，多くは， Rの基部にみられるが，
正常の最小値・0.60mvより更に低 L、。最小値 0.40 頂点に近い結節は，みられないから，特別な意味は
第 7表 R 赫高 ない。以上，要するに，鈎虫 Carrier群，鈎虫陰
|鈎 虫|鈎 虫(健康男子1ウ聞ともに QRSの側び町正常範囲 
Carrier群|陰性者い (鶴町氏計む に属するものと考えられる。I~JX-131=Il-l'
、
数値による 
鈎虫 Carrier群では，各誘導の QRS波型は，! 
0.90 mv 1.10 mv 1.51 mv 
第 8表に示す如くである。即ち，肢誘導では， Rs， 
Rr 最小値 0.20 0.20 0.12 
0.552 
qRs，qR，R，RS型"aVRでは Qr，QS型， aVL
0.474 0.621 
では rS，qR，RS型， aVl<'では Rs，qRs，R型， 
平均値 
1.90 1.60 2.55 V 1，れでは RS，rS，Rs型， V3，V4では RS，rS， 
RJI 最小値 0.40 0.45 0.60 Rs型， V5，V6では Rs，qRs，RS型が大部分を占
平均値 1.072 1.061 1.333 
めている。鈎虫陰性者群では，各誘導の QRS波型
1.40 2.35 は，第9表に示す如くである。即ち，肢誘導では， 
Rm最小値 0.10 0.10 0.07 Rs，qR，qRs，RS，R型， aVRでは Qr，QS型，
平均値 0.644 0.776 0.909 aVLでは rS，qR型， "aVFでは Rs，qR，R型，
ノ1
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第 8表 QRS波型鈎虫 C8rrier群 36名 第 10表 ST鈎虫 Carrier群 
ST (mv) I最大値|最小値 平均値ドs九 
工 6名'名9 1名2 5名名4 
工 
E 4 I12 11 E 
E 1 3 8 551 
E 
aVR 3 19 1 13 aVR 
aVL 6 9 7 I 6 1 I 7 aVL 
aVF 5 I 9 12 aVF 
V 1 13 6 17 
V 1 
V 2 12 5 1 I18 
V 2 
V3 12 6 1 !17 V 3 
V4 13 
3 
5 
19 1 
18 V 4 
V5 
2 22 1 V6 
第 9表 QRS波型鈎虫陰性者群 36名 
。0.1 。0.1 
0.08 -0.02 
-0.02 -0.07。0.05 。0.1 。0.1 。0.15 。0.2 。0.2 。0.15 。0.15 
第 11表 ST鈎虫陰性者群 
0.061 
0.065 
0.055 
-0.040 
0.05 
0.051 
0.088 
0.085 
0.083 
0.084 
0.081 
0.08 
jr判QrirS 'QS よqR代slR1RS(QR ST (mv) I最大値 最小値 平均値。工 0.1 0.0591名1| 8名9名 4名 4名I 。E 0.1 0.0619 1E 149 3 
E 0.1 -0.05 0.075直 5 110 12 8 
-0.05aVR -0.1 -0.067115 3 14aVR 2 
aVL- 0.1 -0.05 0.0714 14aVL 3 3 、2 
aVF 0.1 0.05 0.0671 54 16aVF 9 1 。0.2 0.09V116 6 14V 1 。0.2 0.102V2418 14V 2 。0.2 0.110V315 6 15 。0.2 0.104V413 1310 V3 V4 。0.1 0.084V52 1 27V5 。0.15 0.093V62 1 28 
V1，V2では rS，RS，Rs型， V3，れでは RS，rS， は， 8例にみられる。即ち，第E誘導に 1例， aVR 
V6 
Rs型， V5，V6では Rs，RS型が大部分を占めてい
る。以上， QRS波型は，両群間に，特に差はみら
れず正常と思われる。尚， aVR誘導で Qr，QS型
を示したものを除いて，他の誘導に於て，両群とも
に，薯るしい深いQ波を証明した例はなし、。 
鈎虫 Carrier群の中間帯は， V1 2名， V2 1名，
V314名，V413名， V4とV5の間 2名，V5 3名， 
れ 1名，鈎虫陰性者群の中間帯は， V1 1名， VlI 2 
名， V3 22名， V 4 7名， V4とれの間 1名，V5 3 
名， V6なしで，両者三ともに，V3最も多くついでV4
である。 
(f)ST，T 
STの偏{立は，鈎虫 Carrier群では，第 10表の
示す如く，鈎虫陰性者群では，第 11表の示す如くで 
ある。 STの降下を示した'例は，鈎虫 Carrier群で
誘導に 7例みられ，第E誘導の 1例は，陽性T波を
従えている。 aVR誘導 7例は，何れも陰性T波を従
えている。鈎虫陰性者群では， STの降下を示した
例は， 8例にみられる。即ち，第E誘導に 1例，
aVR誘導に 6例， aVL誘導に 1例みられ，全例陰
性Tを従えてし、る。併し， STの降下は，両群とも 
O.lmv以内であるから， STの降下は，異常で、はな
い。ともかく，両群ともに， STは， 標準肢誘導，
aV誘導では，等電線上に，叉は，これより上昇或
いは下降しても O.lmv以内にあり，単極胸部誘導
では， 0.15~0.2 mv以内のものが全例である。従っ
て，鈎虫 Carrier群，鈎虫陰牲者群ともに， STは 
正常であると云える。
Tの高さは，鈎虫 Carrier群では，第 12表の示
す如く，鈎虫陰性者群では，第 13表の示す如くで
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第 12表 Tの高さ鈎虫 Carrier群 
T (mv) 1最大値|最小値|平均値
工 
E 
E 
aVR 
aVL 
aVF 
V1 
V2 
V3 
V4 
V5 
V6 
0.45 
0.6 
0.45 
-0.15 
0.3 
0.5 
0.8 
0.9 
0.9 
1.1 
0.95 
0.9 
0.10 
、 0.2 
-0.1 
-0.5 
--0.2 
0.1 
0.2 
0.2 
0.15 
0.2 
0.2 
0.25 
0.240 
0.393 
0.217 
-0.265 
0.130 
0.283 
0.456 
0.490 
0.499 
0.543 
0.553 
0.492 
第 13表 Tの高き鈎虫陰性者群 
T (mv) I最大値 最小値 平均値
内にあり，林高異常はなし、。即ち，異常増高や，平
低化はみられなし、。 Tの陰性を示す例は， aVR誘導
では，勿論全例陰性であるが，その他の誘導では，
第I誘導に 5例， aVL誘導に 3例， V1誘導より V3
誘導迄陰性の例1例あり。単極胸部誘導の陰性 T
は， V1，V2又は V3では，正常人でもみられること
があるから，鈎虫陰l生者群のTの陰性を示す例は，
異常なしと云える。
以上，要するに， ST，Tに関しては，鈎虫 Car-
rier群では， No. 6の椋高異常以外に異常な<，鈎
虫陰性者群では，すべて異常なしと考えられるο 
(g) QT時間
第E誘導の QT時間の実測値は，鈎虫 Carrier
群では，最大値 0.42秒，最小値 0.32秒，平均値 0.35
秒であり，鈎虫陰性者群では，最大値 0.38秒，最小
秒であり，両群ともに実測0.34秒，平均値0.29値，_ 
値は，正常範囲内にあるο今，此処に， Holzmann-
工 
E 
E 
aVR 
ラ aVL 
aVF 
V 1 
V2 
V 3 
V4 
V5 
V6 
0.45 
0.7 
0.4 
-0.2 
0.3 
0.5 
0.6 
1.0 
1.0 
1.0 
0.9 
0.9 
0.2 
0.2 
-0.2 
-0.4 
-0.2 
0.1 
-0.1 
-0.1 
-0.2 
0.2 
0.2 
0.2 
0.306， 
0.418 
0.245 
-0.289 
0.158 
0.275 
0.385 
0.487 
0.507 
0.494 
0.509' 
0.483 
Hegglinの計算式 QT =3.9〆云玄士 4(単位 0.01
秒〉を採用して検討してみると，実測値は，両群と
もに，計算値の範囲内にある。従って，鈎虫 Car-
rier群，鈎虫陰性者群ともに， QT延長， QT短縮
はない。
(h)QR間隔
日常心電図の計測に約束されているように， QRS 
の始まりと R波の頂点を計測した。 QR間隔は，第 
14表に示す如くである。即ち，鈎虫 Carrier群，
鈎虫陰性者群ともに， QR間隔の最大値は， V1，V2 
誘導では，0.025秒， V5，V6誘導では 0.04秒である
から 正常範囲内であり， QR間隔の延長を示した3
ある。鈎虫 Carrier群では， Tの高さは，概ね正 
常範囲内にあり， "Tの具常増高は，みられないが， 
Trの最小値 0.10mvを示す例 No.6は異常であ
る。 TIの正常範囲の最小値を，鶴町は， 0.15mv 
としているが，多くは 0.20mvを最小値としてい
る。何れにしろ，最小値 0.10mvを示す NO.6は， 
Tの平低化を示すわけであるが， NQ.6は， T 1 0.1 
mv，Tn0.2mv，T班 0.15mvで，二誘導に於て， 
Tが 0.2mv以下でおり，後述する様に， 心筋傷害
の疑ありと考えられる例である。此の NO.6以外に
は，鈎虫 Carrier群では，赫高異常はない。鈎虫 
Carrier群では， Tの陰性を示す例は， aVR誘導で
は，勿論全例陰性であるが，その他の誘導では，第 
E誘導に 2例， aVL誘導に 9例あり， Tの二相化
は，第E誘導に 2例あり，異常でない。
鈎虫陰性者群では， Tの高さは，すべで正常範囲
1?lはない。i
第 14表 QR 間隔 
QR間隔(最大値 l最小値|平均値
鈎キ V[ 0.025秒 0.01秒 0.021秒
ヤ V2 0.02~ 0.015 0.020 
リ 
ヤ V5 0.04 0.025 0.03 
虫群 V6 0.04 0.03 0.031 
鈎陰 V 1 0.025 0.015 0.021 
'11 V2 0.025 0.02 0.021 
者 V 5 0.04 .0.02 0.03 
虫群 V6 0.04 0.02 0.03 
(i)心筋傷害
心筋傷害判定の基準は，未だ確定したものがない
が， 上田等(1955)ゅは， r心筋の壊死でも，炎症で
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、かえL¥，、o、Lも，~性でも，現われた曲線に差がな 
ると心電図のみから心筋炎か，心筋要性かなどの診 
断は，不可能なのであって，之を総括して心筋傷害
とよんでいる。Jr之を要すに，心筋傷害なる語は 
ST・T低下を生ずる心筋の菱化に対して広い意味で
用いられる語と解すればよかろう」と述べてしる。
鈎虫 Carder群，鈎虫陰性者群ともに，既述の如
くに ST異常の例なく，鈎虫 Carrier群に於て， 
No. 6が二誘導に於て，即ち Tr，Tmが平低であ
り，心筋傷害の疑ある所見を示してしる。鈎虫陰性
者群には， Tの異常所見は，認められない。尚，心
筋傷害に関して，諸家の説を参照すると，心筋傷害
乃至は心筋i傷害疑いとして， ST・T低下以外に，
QRSが 0.1秒以上， Pardee Qm，叉は Rの異常分
裂， f~電廿差， QT延長，一部の刺激発生及び伝達
傷害等があげられているが，両群ともに，此等の何
れにも該当する所見を有するものはみられない。以
上，要するに，心筋傷害の疑いあるのは，鈎虫
Carrier群の No.6の1例のみで，鈎虫陰性者群に
はみられなし、。
(D小括
以上の安静時心電図所見の中で，特に異常を示す
ものを総括すると，第 15表の示す如くである。鈎
虫 Carrier群では，異常所見を示す者 2名 (No.
6 Tr平 fi，No. 13心室期外収縮)，鈎虫陰性者群
では，異常所見を示す者 3名 (No.11心房期外収
縮1 No. 13心房内興奮伝導障害の疑い， No.28右
肥大型〉であり，両群間に差は認められない。心筋
傷害の有無よりみると，鈎虫 Carrier群では，心 
筋傷害の疑いある者 1名 (No.6)，鈎虫陰性者群で
は，全く認められず，両群間に差は認められな乙、。
第 15表安静時心電図異常所見
異常所見 有心筋傷害無のi
No. 6 Tr 平低 疑心筋い傷あ害のり

鈎キヤリヤ群虫 I 心宅期外収縮
~~: 13 な し
し尚一
鈎陰性者群虫INo.13 心導房障害内興の奮疑伝い な し 
No.28 右肥大型な し
(2) 運動負荷後心電図所見
運動負荷後心電図撮影は，運動負荷後 3~5 分に 
行われ，既に快復期にスってし、るせいか，洞頻度
は，安静時に比し特に増加を示さなし、。即ち，鈎虫
Carrier群では，正常i向調律 31名，徐持 5名，頻博
0で，鈎虫陰性者群では， IE常洞調律 34名，徐博 2
名，頻揮 0である。従って，調律では，両群聞に差
は認められない。
負荷後心電図の病的所見として，小林・伊藤(1954) 
(10)は，次の 3項目をあげている。 
(a) STが零線より {).15mv以上降下する場合 
(b) T (第E誘導以外の〉が，二相性或いは逆転
する場合 
(c)一過性の不整脈，脚プロック， PQ延長く0.2
秒以上〉
以下，此等の各項目に該当する病的所見の有無を
検討した。
STが零線より降下する場合は，鈎虫 Carrier群
では，第m誘導及び aVR誘導にみられるが，何れ
も 0.02~0.05 mvであり， 0.15mv以上降下する場
合はみられない。鈎虫陰性者群では， aVR誘導にみ
られるが， 0.05mv以内であり 0.15 mv以上降下1 
する場合は，矢張りみられないο 従って (a)に該1 
当する所見を有する例は，両群ともにみられなし、。 
鈎虫 Carrier群では，安静時T波が陽性で，負
荷後， T波が陰性を示す例は，第m誘導に 2名みら
れる。その他は，負荷後も T波は陽性である。安静
時T波が陰性を示す例は，第E誘導では 2名， aVH. 
誘導では全例， aVL誘導では 9名だが，何れも負荷
後は，矢張り陰性を示す。安静時T波がご柁性を示
す例は，第E誘導に 2名であるが，これも負荷後二
相性を示す。従って，鈎虫 Carrier群では， T(第
m誘導以外の〉が，二相性叉は逆転する所見を示す
例はなし、。鈎虫陰牲者群では，安静時 T波が陽性
で，負荷後， T波が陰性を示す例は，全くなし、。安
静時T波が陰性を示す例は，第E誘導では 5名， 
aVR誘導では全例， aVL誘導では 3名だが，負荷後
は，第E誘草の 1名は，逆転して陽性を示し，他の 
4名は，陰牲を示す。 aVR誘導の全例， aVL誘導の 
3名も，陰牲を・示ず。安静時T波が二相性を示す例
は，第E誘導で 2名であるが，これも負荷後，二相
性を示す。従って，鈎虫陰性者群では， T (第E誘
導以外の〉が，二相性或し、は逆転する所見を示す例
はない。即ち (b)に該当する所見を有する例は，両
群ともにない。
安静時心電図所見にて不整脈を示した鈎虫 Car-
rier群の No.13 (心室期外収縮〉及び鈎虫陰性者
群の No. l1(心房期外収縮〉は，運動負荷後は，却
って不整脈を示さなL、。安静時に不整脈を示さず，
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負荷後に不整脈を示Lた例は，鈎虫 Carrier群で' 第 16表血圧及び脈f有数の検査成績
は全くなく，鈎虫陰性者群に 1例 (No.28)あり，
鈎虫 Carrier群| 鈎虫陰性者群
此の NO.28は，第 1誘導のみに見られる一過性の 検査の種類
心房期外収縮で，一源性，散発性，非代償性， [司定 安静時|負荷直後!安静時(負荷直後 
mmHgl mmHgl mmHgl mmHg
連結性であり，安静時に於て右肥大型を示した例で
ある。
脚プロックは，両群にみられない。
最高血圧一値値値一大小均一最最平一
140 I170 I150 I190 
100 I110 I100 I110 
120.8 I142.1 I.125.5 I147.8 
PQn間隔は，鈎虫 Carrier群では，最大値 0.18
H100m -nnUFhu o b  ml n-61nunu 
73.5 77.2 78.8 81.9 
H . 0 bm n96100 H o b100HmnQdnb o b  
秒，最小値 0.12秒，平均値 0.15秒で，鈎虫陰性者群 震 l最大値
瓦|最小値
平均値.1圧 
0.15秒，平均値0.11秒，最小値0.17では，最大値 
秒で，両群ともに， PQ延長 (0.2秒以上〉を示す例
はなし、。以上，要するに (c)に該当する所見を有す
る例は，鈎虫 Carrier群に全くなく，鈎虫陰性者
群に 1例 (No.28一過性の不整脈〉のみで、ある。
上述の 3項目以外に，負荷後心電図病的所見とし
て，岸本(1957)C1Dは， QRSの幅の増加，深い Q
波の出現をあげているので，これについて検討した
ところ， 
運動負荷後， QRSnの幅は，鈎虫 Carrier群で
は，最大値0.10秒，最小値0.05秒，平均値0.0'7秒
であり，陰性者群では，最大値0.09秒，最小値 0.04
秒，平均値 0.07秒であり，何れも最大値は， 0.10秒
以内であり， QRSnの幅の増加は，みられなし、。深 
L、Q波の出現は，両群ともにみられなし、。
以上を総括すれば，運動負荷後心電図の異常所見
を示すもの，即ち運動試験陽性例は，鈎虫 Carrier
群に全くなく，鈎虫陰性者群に僅かに 1例 (No.28) 
である。従って，負荷後心電図所見は，両群問に差
は認められない。 
4) 血圧及び脈博数の検査
安静時及び運動 (Masterの二階段試験〉負荷直
後の血圧及び脈樽数(1分間〉の検査成績は，第16
表に示す如くである。今，最高血圧 150mmHg柱
以上，最低血圧 90mmHg柱以上を高血圧症とし，
最高血圧 90mmHg柱以下を低血圧症とすれば，
鈎虫 Carrier群，鈎虫陰性者群ともに，安静時血
圧は，正常範囲内にあり，高血圧症，低血圧症はみ
られない。
最高血圧，最低血圧，脈庄及び脈揮数は，安静時
mmH副mm 岨H8glmmiffg 脈!最大値 60 川 Hg[mm
最小値 30 
圧|平均値 47.3 
脈fご最大値 81 87 114 
最小値 44 56 60 64 
数持分)間
平均値 65.6 83.5 67.9 92.9 
名，減少 Oであり，運動負荷直後の脈圧は，安静時
の脈圧に比し，大多数が上昇していることになる。
此処で，運動負荷についての循環系の適応能力を表
わすものとして，脈庄の菱化をあげた石崎等(1957)
(12)に従い，脈圧の安化を追求してみた。運動負荷直 
後における脈圧と，安静時脈圧との差を，運動負荷/
による脈圧の増加とすれば，脈圧の増加は，第 17
表に示す如く，鈎虫 Carrier-群では，平均値 17.6
mmHg柱，鈎虫陰性者群では，平均値 19.2mmHg
柱で， F-testで検定すると，両群聞に有意の差は認、
められない。鈎虫 Carrier群の脈圧の増加と，針J
虫寄生数(アメリカ鈎虫数に換算〉との関係をしら
べると，両者の問には，全く相関関係を認めること
が出来なかった。即ち鈎虫感染濃度と直接関係がな
し、。次に，脈庄の増加と，血色素量との関係をみる
に，第 1図，第 2図に示す様に，両群ともに，矢張
り全く相関関係が認められなかったの
第 17表脈圧の増加及び脈博数の増加
|鈎虫 ω 正面鈎虫除問群
最大値 
最小値
平均値 
50 mmHg 。
17.6 
50 mmH。
19.2 
g 
問 樟 一 数 の
最大値 
最小値
平均値 
48。 
17.9 
42 
4 
25.0 
及rf負荷直後ともに， F-testで検定すると，両群 脈
間に有意の差はみられない。 圧
運動負荷直後の脈庄が，安静時の脈圧に比し，増 の
加してし、るか，不安か，減少しているかを調べる
と，鈎虫 Carrier群では，増加33名，不安3名，
減少0で，鈎虫陰性者群では，増加 35名，不安 1
• • 
• • 
• • 
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第 1図	 脈圧の増加と血色素量 第 3図 脈持数の増加と血色素量
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(鈎虫陰性者群〉 第 4図 脈樽数の増加と血色素量
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運動負荷直後における脈持数 (1分間〕之，安静
時限博数 (1分間〉との差を，運動による脈樽数の
増加とすれば，脈問.数の増加は，第 17表に示す如
く，鈎虫 Carrier群では，平均値 17.9，鈎虫陰性
者若手では，平均値25で， F -testで検定すると，両
群間に有意の差は認められない。鈎虫 Carrier群
の脈問ー数の増加と，鈎虫寄生数(アメリカ鈎虫数に
換算〉との関係をしらべると，両者の間には，全く
相関関係を認めるととが出来なかった。即ち鈎虫感
染濃度と直接関係がない。次に，脈持数の増加と，
血色素量との関係をみるに，第3図，第4図に示す
様に，両者二ともに，矢張り全く相関関係が認められ
なかった。
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考5. 察 
安静時心電図所見に就いて，
上回等によれば， Sahli値で血色素量 30%以下
になれば，殆んど ST・Tが侭下するという。美甘
等(1934)(13)は，血色素量 14%----64%の慢性続発性
貧血患者 56例を対象とした心電図所見に於て，高
島・小出(1937)<14)は，血色素量 60%以下の貧血患
者 45例を対象とした心電図所見に於て，夫々，冠不
全乃至心筋傷害が認められることが多いと述べてい
る。貧血のある場合には，当然冠状動脈血は，低酸
素血の状態となり，冠不全を，延いては軽重の度は 
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異るが，心筋の傷害を招来することは，考え得られ
るところであり，鈎虫性賛血患者も同様の斐化を示
すことがあり得るは勿論である。
Porterは，鈎虫症患者 18名を対象にした心電図
所見は異常なしと報告してし、るが，これに対して，
妹尾は，血色素量 60%以下の者 24名，血色素量 61
%以上の者'9名計 33名の鈎虫症患者を対象にした
心電図所見(誘導法は，標準肢誘導のみ採取〉に於
て，著るしい病的安化をみている。 .eDち心筋傷害を
認めるもの 8例，心筋傷害の疑ありと認められるも
の8例計 16例 (45.5%)で， その他に腕高異常 20
例 (60.6%)，刺激伝達時間異常 13例 (39.4%)，東京
形異常 26例 (78.8%)である。尚，心筋傷害乃至は
心筋傷害疑いありと認められるもの 16名の中， 11
名は貧血を原因とする心筋傷害であろうと断言して
し品。従って，妹尾の対象例は，既に続発性貧血を
起しているのであるから，心電図所見に於て，上述 
の著るしし、病的安化をみるのも当然である。それに
比すれば，著者の対象とする鈎虫 Carrier群は，
血色素量の平均値は 83.3%であり，賛血を示してい
ないから，対照の鈎虫陰性者群との間に有意の差が
ないのは，当然であろう。
尚，鈎虫 Carrier群で，安静時心電図異常所見
を示した NO.6(腕高異常，心筋傷害の疑しつ， No. 
13 (心室期外収縮〉の血色素量は，夫々， 93%，73 
%であり，鈎虫寄生数は，夫々，アメリカ鈎虫 2隻，
アメリカ鈎虫 138隻である。従って心電図異常所見 
を示した例が，特に血色素量が低いとか，寄生虫数
が多いとか云う傾向はみられなし、。鈎虫陰性者群
で，安静時心電図異常所見を示した NO.11(心房期
外収縮)， No. 13 (心房内興奮伝導障害の疑い)，"No・
28 (右肥大型〉の血色素量は，夫々， 87%，84%， 
78%である。'従って，心電図異常所見を示した例
が，特に血色素量が低いとしヴ傾向はみられなし、。
叉両群ともに，安静時心電図異常所見を示した例
で，循環器症状(自覚症状〕を示すものは，全くな
い。一方，循環器症状の有症者で，安静時心電図具
常所見を示すものはない。
負荷後心電図所見に就いて，
思地(1935)(15)は，血色素量 50%以下の色々の貧
血患者を対象に，特に運動負荷後の心電図撮影を
し，病的所見をみてし、るが，その原因を貧血による
冠不全と考えている。著者は，運動負荷試験とし
て， Masterの二階段試験を採用し，両群の負荷後
心電図を観察したが，鈎虫 Carrier若干に負荷試験
陽性者全くなく，鈎虫陰性者群に 1名 (No.28)の
負荷試験陽性者がみられた。即ち両群間に差は認め
られないっここでしづ運動負荷試験とは，運動負荷 
によって 心筋酸素需要がたかまった際，冠状動脈p
が，充分に之を満す能力があるか否かを試みる心電
図検査であり，換言すれば，冠不全の有無を，運動
負荷により知ろうとする検査である。そして冠不全
の心電図の特徴は， ST及びTの低下である。
鈎虫 Carrier群に，運動負荷試験陽性者が全く
ないのは，血色素量の平均値が 83.3%で，賛血を示
さないので，二階段試験{立の軽し、運動負荷では，冠
不全を起さないことを示している。鈎虫陰性者群の
負荷試験陽性例である NO.28も， ST・Tの低下は
なく，一過性の不整脈を示したにすぎない。即ち定
型的な冠不全の所見を示した訳ではないのである。
二階段試験は，運動負荷強度が軽し、ので，鈎虫Car-
rier群，鈎虫陰性者群との聞に差が認められなし、
のであろうと考えられる。従って負荷強度を種々に
菱化させて心電図所見を観察する必要を感じて居
る。
脈圧の増加と脈博数の増加について，
柳沢等(1954)06)(! 7)は，学童を対象に，心機能検
査を Schneidertestで試みたところ，鈎虫 Car-
rier群の方が，対照群に比して得点が低かった。 
叉高校生を対象に，持続的で然も相当強度の負荷で
〆ある 8kmマラソンを実施したところ，鈎虫 Car-
rier群は記録が悪く，対照の陰性者群では記録が
良好であったとし、ぅ。これは，対象が学童乃至高校
生であることと，寄生濃度が高い為にか与る差異が
生じたものであろう。叉石崎等(1957)は，農業に
従事してし、る鈎虫 Carrier18名を対象としてわ業 
負荷試験を行った。負荷試験は，高さ 20cmの踏台 
昇降運動で毎分 20問， 5分間連続実施した。負荷試
験によって脈庄は増加するが，その増加度は，寄生
虫数とも，血色素量とも相関が認められなかった。
負荷試験によって脈持数の増加がみられたが，その
増加数は，寄生虫数とは関係なく，血色素量と逆相
関があった。即ち血色素量の少し、人に脈持増加が多
かった。併し，血色量は，大部分が 13g/dl以上で、
臨床的には賛血と言い得ない人達であったο
著者は，工業に従事-してし、る鈎虫 Carrier36名
を対象として運動負荷試験を行った。運動負荷試験
は， Masterのご階段試験である 6 負荷試験によっ
てl派庄は増加するが，その増加度は，寄生虫数と
も 血色素量とも相関が認められなかった。負荷試p
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験によって脈博数の増加がみられたが，その増加数 博数の増加と血色素量とは相関なしと認められるの
は，寄生虫数とも，血色素量とも相関が認められな で矛盾している様であるが，石崎等の採用した作業
かった。石崎等は，鈎虫 Carrier群では，脈持数 負荷試験は，二階段試験より遥かに強度であるため
の増加と血色素量と逆相関がある(その有意性の危 に，か Lる差異が生ずるとも考えられるが，明言は
険率は 10%以下である〉と述べ，著者の成績は，脈 出来ない。 
6.結論
鈎虫 Carr匂 r辞 36名及び鈎虫陰性者群 36名に血液検査，循環器症状(自覚症状)の問診，
心電図検査，血圧及び脈持数の検査を行い，次の結論を得た。 
1) 鈎虫 Carrier群は，アメリカ鈎虫 29 ~ (80.56~~)，ヅゼニ鈎虫 3 名 (8.33μ)，混合感
染 4 名 (11.11~~) で構成され，鈎虫寄生数平均値は，天々，アメリカ鈎虫群 35.2 隻，ヅピニ鈎
虫群 9.7隻，混合感染群では，アメリカ鈎虫 29隻，ヅピニ鈎虫 2.5隻である O その鈎虫 Car-
rier群と，鈎虫陰性者群との聞には，血液所見は， Carrier群の好酸球数が陰性者群のそれ
に比し多いのみで，他の点で、は差がなし '0 
2) 自覚的循環器症状は，鈎虫 Carrier群に 7名，鈎虫陰性者群に 1名あり， χ2検定によ
れば，両群間に 10%以下の危険率で有意の差がある O そして，此等自覚症状を呈する者で，
心電図に病的所見を示す者は 1名もない。 
3) 安静時心電図所見では，
(1)鈎虫 Carrier群には，株高異常 (No.6)，心室期外収縮 (No.13)計 2名 (5.56%)の
異常がみられる O 鈎虫陰性者群には，心房期外収縮 (No.11)，心房内興奮伝導障害疑い (No. 
13)，右肥大型 (No.28)計 3名 (8.33μ)の異常がみられる O 
(2)鈎虫 Carrier群には，心筋傷害はなし '0心筋傷害の疑いは NO.6の 1名 (2.78%)であ
るO 鈎虫陰性者計二には，心筋傷害はない。 心筋傷害の疑いもなし '0 
(3め)鈎虫 Caむr。討工
である O
以上，安静時心電図所見は， itj群間に差は認められなし '0 
4) 負荷後心電図所見では，鈎虫 Carrier群には，運動負荷試験(二階段誌験)陽性の者
はない。鈎虫陰性者群には，運動負荷試験陽性の者は， No.28の 1名 (2.78%)である O 此の
例は，負荷後，不整脈(一過J性の心房期外収縮)を示した。以上，負荷後心電図所見は，両群
間に差は認められなし '0 
5) 負荷前後の血圧及び脈捧数は，両群聞に有意の差はない。負荷前後の脈庄の増加は，両
群聞に有意の差はない。負荷前後の脈帯数の増加は，両群聞に有意の差はない。両群ともに，
脈圧の増加は，血色素量と相関関係はない。脈持数の増加も亦，血色素量と相関関係はない。
鈎虫 Carrier群では，脈庄の増加は，鈎虫寄生数と相関関係はなし 1。鈎虫 Carrier群では，
脈持数の増加は"鈎虫寄生数と相関関係はない。 
6) 鈎虫種別，鈎虫寄生数と血液所見，循環器症状(問診)，心電図所見，運動負荷誌験との
聞に特定の関係が認められなかった。
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